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	１

	かかりつけ医に連絡をしたいが、いつ連絡をしてよいかわかりません。どのようにすれば良いのでしょうか。

	各地域包括支援センターに置いてある、「医療機関問い合わせ窓口情報」を参考にしてください。医療機関に連絡をしたうえで、連絡票（様式１）を使用してください。

また、緊急な場合は、医療機関に緊急な相談・連絡であることを説明し、医師への取次ぎを依頼するようにします。

	２


	主治医が病院勤務医の場合、連絡をどのようにとればよいのでしょうか。

	「医療機関問い合わせ窓口情報」を参考にして、担当窓口に主治医との調整を依頼します。病院に相談室が設置されていない場合は、医事課などの関係課に主治医との調整を依頼するようにします。

	３


	通所リハビリテーション利用を考えています。主治医の同意が必要ですか。


	医療系のサービス利用時は主治医の指示が必要です。医師との面談や電話等が困難な場合は連絡票（様式１）を使用してください。

また、主治医に相談するときは、現状と、なぜリハビリテーションを希望しているのかを説明してください。

（主治医意見書等に通所リハビリテーション等にチェックが入っている場合は考慮しましょう）

	４


	軽度者への福祉用具貸与などの場合、担当ケアマネジャーとしては自立の視点から「不要」と判断することも、主治医から「必要」と意見が出ている場合、どのようにすればよいのでしょうか。
	福祉用具の利用については、医師の医学的所見に基づき、かつサービス担当者会議等を通じて必要性が判断されていることが条件となります。

サービス担当者会議に主治医にも出席してもらい、十分な意思疎通を図るよう工夫してください。

	５


	訪問介護サービス利用のみで、特に大きな病気もありません。かかりつけ医との連携はどの程度まで必要となるのでしょうか。

	高齢者は体調を崩しやすく、いつかかりつけ医との連携が必要になるかわかりません。常日頃からかかりつけ医と「顔の見える」関係を作っておくことは大切です。　
新規の担当ケアマネジャーになった際やケアプラン変更時、介護認定更新時など
連絡票（様式１）を活用し、かかりつけ医との連携を心がけてください。


よくある質問と回答（Ｑ＆Ａ）
（ケアマネジャー編）
＊「医療機関問い合わせ窓口情報」については、平成２３年５月以降に各地域包括支援センター
にお問い合わせください。
